
歴史研究者による深刻なハラスメント行為を憂慮し、 

再発防止に向けて取り組みます（声明） 

 

 日本歴史学協会では、長年にわたり若手研究者問題を議論する中で、「ハラスメントのない

自由闊達で平等な歴史研究活動の実現に努めること」を目指し、2020年7月15日に「歴史学関

係学会ハラスメント防止宣言」（以下、「ハラスメント防止宣言」）を発表しました。その後、

多くの賛同が集まり、現在では25の学・協会がこの宣言に参加しています。 

 今般、日本中世史を専攻する男性研究者による、ソーシャルメディア（SNS）を通じた、女

性をはじめ、あらゆる社会的弱者に対する、長年の性差別・ハラスメント行為が広く知られる

こととなりました。この行為は、「ハラスメント防止宣言」の趣旨と精神に大きく背くもので

す。歴史学系学会の連合組織として、日本歴史学協会は、この事態を深刻に受け止め、強い危

機感をいだいています。 

 さらに、このハラスメント行為が、少なくない数の歴史研究者によって看過されてきたこと

も問題です。また歴史学界の一部には、上記研究者と同様の重大なハラスメント行為も確認さ

れています。加えて、この経緯が明らかになった後に、主に女性研究者に対して揶揄や中傷を

行い、極力声を上げさせないようにする動きも確認できました。これらの事態は、現在の歴史

学界における議論の方法やふるまい方の様式自体に重大な問題があり、「自由闊達で平等な歴

史研究活動の実現」とはほど遠い状況にあるのではないかと、非常な危惧を抱かせるものです。

日本歴史学協会が行った若手研究者問題に関するアンケート調査でも、無視できない割合の回

答者が直接的な被害にあったことが明らかになっています。 

 今回の問題は、歴史学界において長年にわたって蓄積されてきた、ハラスメントをうみだし、

それが見すごされてしまう構造が、表出した一事例に過ぎません。この構造のなかでは、すべ

ての歴史研究者がハラスメントの当事者となり得ます。そうした連鎖を断ち切るための取り組

みが歴史学界に求められています。 

 歴史学界全体で、歴史学の研究・教育が社会の中で行われている営為であることをあらため

て銘記しつつ、それぞれの言動を、各自で、また相互に、常に振り返ることで、「ハラスメン

ト防止宣言」を具現化する必要があります。 

 日本歴史学協会は、各学・協会と連携しつつ、今後同じことを繰り返さないための取り組み

を早急に進めてまいります。 

 

2021年4月2日 

日本歴史学協会 
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